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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力電極と、出力電極と、
　一端が接地されて共振器として作用する複数の共振器電極を有する第１の誘電体層と、
　前記入力電極に接続されて一の前記共振器電極とコンデンサを形成するとともにインダ
クタ成分を有する入力結合コンデンサ電極、前記出力電極に接続されて他の前記共振器電
極とコンデンサを形成する出力結合コンデンサ電極、および、前記共振器電極とコンデン
サを形成する段間結合コンデンサ電極を有する第２の誘電体層と、
　前記入力電極に接続されて前記入力結合コンデンサ電極とコンデンサを形成するととも
にこのコンデンサと前記入力結合コンデンサ電極のインダクタ成分とによって並列回路を
構成したコンデンサ電極を有する第３の誘電体層とを備えた積層フィルタ。
【請求項２】
　入力電極と、出力電極と、共通端子電極と、
　一端が接地されて共振器として作用する第１、第２、第３、第４の共振器電極を有する
第１の誘電体層と、
　一端が前記入力電極に接続され他端が前記共通端子電極に接続されるとともにインダク
タ成分を有する入出力端子間伝送線路電極、前記入出力端子間伝送線路電極と接続して前
記第１、第２の共振器電極とそれぞれコンデンサを形成するフィルタ用コンデンサ電極、
一端が前記共通端子電極に接続され前記第３の共振器電極とコンデンサを形成するととも
にインダクタ成分を有する第１の入出力結合コンデンサ電極、前記出力電極に接続されて
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前記第４の共振器電極とコンデンサを形成する第２の入出力結合コンデンサ電極、前記第
３、第４の共振器電極との間にコンデンサを形成する段間結合コンデンサ電極、一端が前
記入出力端子間伝送線路電極と接続した第１の伝送線路電極、および、一端が前記第１の
入出力コンデンサと接続した第２の伝送線路電極を有する第２の誘電体層とを備え、
　前記第１、第２の共振器電極と、前記入出力端子間伝送線路電極と、前記フィルタ用コ
ンデンサ電極とから２段片側有極型バンドパスフィルタを構成し、
　前記第３、第４の共振器電極と、第１、第２の入出力結合コンデンサ電極と、前記段間
結合コンデンサ電極とから２段ノッチフィルタを構成する共用器であって、
　一端が前記共通端子電極に接続されて前記第１の伝送線路電極とコンデンサを形成する
とともにこのコンデンサと前記入出力端子間伝送線路電極のインダクタ成分とによる並列
回路を構成した第１のコンデンサ電極、および、一端が前記共通端子電極に接続されて前
記第２の伝送線路電極とコンデンサを形成するとともにこのコンデンサと前記第１の入出
力コンデンサ電極のインダクタ成分とによる並列回路を構成した第２のコンデンサ電極を
有する第３の誘電体層をさらに備えた共用器。
【請求項３】
　入力電極と、出力電極と、
　一端が接地されて共振器として作用する複数の共振器電極を有する第１の誘電体層と、
　前記入力電極に接続されて一の前記共振器電極とコンデンサを形成するとともにインダ
クタ成分を有する入力結合コンデンサ電極、前記出力電極に接続されて他の前記共振器電
極とコンデンサを形成する出力結合コンデンサ電極、および、前記共振器電極とコンデン
サを形成する段間結合コンデンサ電極を有する第２の誘電体層と、
　前記入力電極に接続されて前記入力結合コンデンサ電極とコンデンサを形成するととも
にこのコンデンサと前記入力結合コンデンサ電極のインダクタ成分とによって並列回路を
構成したコンデンサ電極を有する第３の誘電体層とを備えた積層フィルタを用いたことを
特徴とする移動体通信機器。
【請求項４】
　入力電極と、出力電極と、共通端子電極と、
　一端が接地されて共振器として作用する第１、第２、第３、第４の共振器電極を有する
第１の誘電体層と、
　一端が前記入力電極に接続され他端が前記共通端子電極に接続されるとともにインダク
タ成分を有する入出力端子間伝送線路電極、前記入出力端子間伝送線路電極と接続して前
記第１、第２の共振器電極とそれぞれコンデンサを形成するフィルタ用コンデンサ電極、
一端が前記共通端子電極に接続され前記第３の共振器電極とコンデンサを形成するととも
にインダクタ成分を有する第１の入出力結合コンデンサ電極、前記出力電極に接続されて
前記第４の共振器電極とコンデンサを形成する第２の入出力結合コンデンサ電極、前記第
３、第４の共振器電極との間にコンデンサを形成する段間結合コンデンサ電極、一端が前
記入出力端子間伝送線路電極と接続した第１の伝送線路電極、および、一端が前記第１の
入出力コンデンサと接続した第２の伝送線路電極を有する第２の誘電体層とを備え、
　前記第１、第２の共振器電極と、前記入出力端子間伝送線路電極と、前記フィルタ用コ
ンデンサ電極とから２段片側有極型バンドパスフィルタを構成し、
　前記第３、第４の共振器電極と、第１、第２の入出力結合コンデンサ電極と、前記段間
結合コンデンサ電極とから２段ノッチフィルタを構成する共用器を用いた移動体通信機器
であって、
　前記共用器は、一端が前記共通端子電極に接続されて前記第１の伝送線路電極とコンデ
ンサを形成するとともにこのコンデンサと前記入出力端子間伝送線路電極のインダクタ成
分とによる並列回路を構成した第１のコンデンサ電極、および、一端が前記共通端子電極
に接続されて前記第２の伝送線路電極とコンデンサを形成するとともにこのコンデンサと
前記第１の入出力コンデンサ電極のインダクタ成分とによる並列回路を構成した第２のコ
ンデンサ電極を有する第３の誘電体層をさらに備えたことを特徴とする移動体通信機器。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は主として携帯電話等の高周波機器に用いられる積層フィルタおよび共用器および
それを用いた移動体通信機器に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、従来の積層フィルタは図１５に示すように、誘電体層１４０１ａ、１４０１ｂ、
１４０１ｃ、１４０１ｄ、１４０１ｅ、共振器電極１４０２ａ、１４０２ｂ、負荷コンデ
ンサ電極１４０３ａ、１４０３ｂ、段間結合コンデンサ電極１４０４、入出力結合コンデ
ンサ電極１４０５ａ、１４０５ｂおよびシールド電極１４０６ａ、１４０６ｂから構成さ
れている。
【０００３】
電極１４０２ａ、１４０２ｂの一端と電極１４０６ａ、１４０６ｂとは誘電体側面に設け
られたグランド端子電極１４０８ａに接続し、電極１４０３ａ、１４０３ｂの一端と電極
１４０６ａ、１４０６ｂとは誘電体側面のグランド端子電極１４０８ｂに接続している。
電極１４０５ａは誘電体側面に設けた入出力端子電極１４０７ａに接続し、電極１４０５
ｂは誘電体側面に設けた入出力端子電極１４０７ｂに接続している。電極１４０８ａ、１
４０８ｂは接地して構成されている。
【０００４】
上記積層フィルタの各電極は誘電体内に形成するため、使用するマイクロ波帯ではストリ
ップラインとして動作する。したがって、マイクロ波帯における積層フィルタの等価回路
は図１６（ａ）のようになる。図１６（ａ）において、インダクタ１６１３、１６１５は
それぞれ電極１４０３ａ、１４０３ｂのインダクタンス成分を示す。またインダクタ１６
０６は電極１４０４のインダクタンス成分を示す。インダクタ１６０３、１６０９はそれ
ぞれ電極１４０５ａ、１４０５ｂのインダクタ成分を示す。
【０００５】
上記構成において、１４０２ａ、１４０２ｂは一端を接地しているので４分の１波長共振
器として作用する。また電極１４０４と電極１４０２ａ、１４０２ｂ、および電極１４０
５ａ、１４０５ｂと電極１４０２ａ、１４０２ｂとはそれぞれの間で平行平板コンデンサ
を形成するので、入出力端子と共振器、および共振器間は容量性結合となる。また電極１
４０２ａ、１４０２ｂの幅および間隔を調整することで得られる電磁界結合と、電極１４
０４と１４０２ａ、１４０２ｂの間で形成する平行平板コンデンサを調整することで得ら
れる容量により通過特性に減衰極（入出力端子間でインピーダンスが高くなる周波数）を
形成できる。
【０００６】
この結果、入出力端子間の高周波特性は図１６（ｂ）に示すように通過帯１７０１の片側
に減衰極を形成し、通過帯１７０１近傍に減衰帯１７０２を有するバンドパスフィルタと
なる。
【０００７】
また従来の共用器は図１７に示すように受信フィルタ１５０１と送信フィルタ１５０２と
移相回路１５０３とからなり、受信フィルタ１５０１の他端を受信端子１５１０とし送信
フィルタ１５０２の他端を送信端子１５１１として構成されている。
【０００８】
移相回路１５０３はインダクタ１５０４と、インダクタ１５０５と、コンデンサ１５０６
と、コンデンサ１５０７と、コンデンサ１５０８からなる。共用器はコンデンサ１５０６
とインダクタ１５０４とコンデンサ１５０７は送信フィルタ１５０２の通過帯域周波数で
ほぼ４分の１波長となる伝送線路と等価になるように設定され、またコンデンサ１５０７
とインダクタ１５０５とコンデンサ１５０８は受信フィルタ１５０１の通過帯域周波数で
ほぼ４分の１波長となる伝送線路と等価になるように設定される。
【０００９】
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送信端子１５１１から入力した送信信号は送信フィルタ１５０２を経由して通過帯域周波
数の信号成分のみ通過し、移相回路１５０３に入力される。このとき、共通端子１５０９
からみた受信フィルタ１５０１は、高インピーダンスとなり、送信信号は受信フィルタ１
５０１側には流れ込まずに共通端子１５０９から出力される。また共通端子１５０９から
入力した受信信号は移相回路１５０３に入力されるが、このとき共通端子１５０９から送
信フィルタ１５０２側をみたインピーダンスは、高インピーダンスとなり、送信フィルタ
１５０２側には流れ込まずに受信フィルタ１５０１に入力され、受信フィルタ１５０１の
通過帯域周波数の信号成分のみ通過して受信端子１５１０に出力される。
【００１０】
この結果、送信端子１５１１から入力した送信信号は移相回路１５０３を経由して受信フ
ィルタ１５０１側の影響を受けることなく共通端子１５０９から出力し、また共通端子１
５０９から入力した受信信号は移相回路１５０３を経由して送信フィルタ１５０２側の影
響を受けることなく受信端子１５１０に出力されて共用器として作用する。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
従来例の積層タイプのフィルタでは、減衰量を得るためには共振器数を増やす必要があり
、形状が大きくなるとともに通過帯の挿入損失が増加するという課題を有していた。
【００１２】
また従来の共用器は、チップ部品のインダクタおよびコンデンサからなる移相回路が必要
となり、共用器の実装面積が大きくなるという課題を有していた。
【００１３】
本発明は上記課題を解決するためのものであり、簡単な構成で低挿入損失かつ高減衰量の
積層フィルタ、および小型で部品点数の少ない共用器を実現することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　本発明の一局面は、入力電極と、出力電極と、一端が接地されて共振器として作用する
複数の共振器電極を有する第１の誘電体層と、入力電極に接続されて一の共振器電極とコ
ンデンサを形成するとともにインダクタ成分を有する入力結合コンデンサ電極、出力電極
に接続されて他の共振器電極とコンデンサを形成する出力結合コンデンサ電極、および、
共振器電極とコンデンサを形成する段間結合コンデンサ電極を有する第２の誘電体層と、
入力電極に接続されて入力結合コンデンサ電極とコンデンサを形成するとともにこのコン
デンサと入力結合コンデンサ電極のインダクタ成分とによって並列回路を構成したコンデ
ンサ電極を有する第３の誘電体層とを備えたものである。
【００１５】
この構成によって入出力端子間に並列共振回路を形成することになり、共振器間の電磁界
結合と段間容量とが形成する減衰極の他にもう一つ減衰極を形成でき、従来と同じ形状で
高減衰量の積層フィルタを実現することができる。
【００１６】
　また、本発明の他の局面は、入力電極と、出力電極と、共通端子電極と、一端が接地さ
れて共振器として作用する第１、第２、第３、第４の共振器電極を有する第１の誘電体層
と、一端が入力電極に接続され他端が共通端子電極に接続されるとともにインダクタ成分
を有する入出力端子間伝送線路電極、入出力端子間伝送線路電極と接続して第１、第２の
共振器電極とそれぞれコンデンサを形成するフィルタ用コンデンサ電極、一端が共通端子
電極に接続され第３の共振器電極とコンデンサを形成するとともにインダクタ成分を有す
る第１の入出力結合コンデンサ電極、出力電極に接続されて第４の共振器電極とコンデン
サを形成する第２の入出力結合コンデンサ電極、第３、第４の共振器電極との間にコンデ
ンサを形成する段間結合コンデンサ電極、一端が入出力端子間伝送線路電極と接続した第
１の伝送線路電極、および、一端が第１の入出力コンデンサと接続した第２の伝送線路電
極を有する第２の誘電体層とを備え、第１、第２の共振器電極と、入出力端子間伝送線路
電極と、フィルタ用コンデンサ電極とから２段片側有極型バンドパスフィルタを構成し、
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第３、第４の共振器電極と、第１、第２の入出力結合コンデンサ電極と、段間結合コンデ
ンサ電極とから２段ノッチフィルタを構成する共用器であって、一端が共通端子電極に接
続されて第１の伝送線路電極とコンデンサを形成するとともにこのコンデンサと入出力端
子間伝送線路電極のインダクタ成分とによる並列回路を構成した第１のコンデンサ電極、
および、一端が共通端子電極に接続されて第２の伝送線路電極とコンデンサを形成すると
ともにこのコンデンサと第１の入出力コンデンサ電極のインダクタ成分とによる並列回路
を構成した第２のコンデンサ電極を有する第３の誘電体層をさらに備えたものである。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について、図１から図１４を用いて説明する。
【００１９】
（実施の形態１）
図１は本発明の実施の形態１における積層フィルタの分解斜視図である。
【００２０】
図１において、積層フィルタは誘電体層１０１ａ、１０１ｂ、１０１ｃ、１０１ｄ、１０
１ｅ、１０１ｆと共振器電極１０２ａ、１０２ｂと負荷コンデンサ電極１０３ａ、１０３
ｂと段間結合コンデンサ電極１０４と入出力結合コンデンサ電極１０５ａ、１０５ｂとコ
ンデンサ電極１０６とシールド電極１０７ａ、１０７ｂで構成され、一体化形状を有して
いる。電極１０２ａ、１０２ｂの一端と電極１０７ａ、１０７ｂは誘電体側面に設けたグ
ランド端子電極１０９ａに接続している。電極１０３ａ、１０３ｂの一端と電極１０７ａ
、１０７ｂは誘電体側面に設けたグランド端子電極１０９ｂに接続している。電極１０５
ａと電極１０６の一端は誘電体側面に設けた入出力端子電極１０８ａに接続し、電極１０
５ｂは誘電体側面に設けた入出力端子電極１０８ｂに接続し、グランド端子電極１０９ａ
、１０９ｂは接地して構成されている。
【００２１】
以上のように構成された積層フィルタについて、以下その動作を説明する。
【００２２】
上記積層フィルタの各電極は誘電体内に形成するため、使用するマイクロ波帯ではストリ
ップラインとして動作する。したがって、マイクロ波帯おける積層フィルタの等価回路は
図２（ａ）のようになる。図２（ａ）において、インダクタ１８１３、１８１５はそれぞ
れ電極１０３ａ、１０３ｂのインダクタンス成分を示す。またインダクタ１８０６は電極
１０４のインダクタンス成分を示す。インダクタ１８０３、１８０９はそれぞれ電極１０
５ａ、１０５ｂのインダクタ成分を示す。
【００２３】
上記構成において、電極１０２ａ、１０２ｂはグランド端子電極１０９ａを介して接地さ
れているので４分の１波長共振器として作用する。
【００２４】
電極１０３ａ、１０３ｂはその一部がそれぞれ電極１０２ａ、１０２ｂの開放端側に重な
るように配置されているので誘電体層１０１ｄを介して電極１０２ａ、１０２ｂと平行平
板コンデンサを形成する。このコンデンサは電極１０３ａ、１０３ｂがグランド端子電極
１０９ｂを介して接地されているので共振器の共振周波数を調整するローディングコンデ
ンサとして作用する。
【００２５】
電極１０４はその一部が電極１０２ａ、１０２ｂと重なるように配置されているので誘電
体層１０１ｄを介して電極１０２ａ、１０２ｂと平行平板コンデンサを形成する。このコ
ンデンサは共振器間の段間結合コンデンサとして作用する。
【００２６】
電極１０５ａ、１０５ｂはその一部がそれぞれ電極１０２ａ、１０２ｂの一部に重なるよ
うに配置されているので誘電体層１０１ｄを介して平行平板コンデンサを形成する。この
コンデンサは入出力結合コンデンサとして作用する。
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【００２７】
上記のように、本積層体は上下のシールド電極に挟まれたトリプレート構造となり、二つ
の共振器の間の電磁界結合と段間結合コンデンサによる減衰極を一つ有する容量結合性の
２段片側有極型バンドパスフィルタ（Band Pass Filter:以下、ＢＰＦと記載する）とし
て作用する。
【００２８】
さらに、誘電体層１０１ｃの上面にコンデンサ電極１０６を形成し、一端を入出力端子電
極１０８ａに接続し、他端を電極１０５ａの一部と重なるように配置する。このとき電極
１０５ａと電極１０６は誘電体層１０１ｃを介して平行平板コンデンサを形成し、電極１
０５ａとの間で並列回路を構成する。図２（ａ）では電極１０６はインダクタンス成分１
８１０を有し、前記平行平板コンデンサはコンデンサ１８１１で表される。
【００２９】
ここで以下の連立方程式
１／(ｊω0Ｌ0)＝ｊω0Ｃ＋１／(ｊω0Ｌ)
ω2＝１／(ＬＣ)　　　　　　　　　　　　　　　　（式１）
を満たすようにインダクタンス（Ｌ）、容量（Ｃ）を調整すると、元のＢＰＦの通過帯近
傍におけるインピーダンスを乱すことなく周波数ωにおいて共振点を得る。
【００３０】
ただし、電極１０６を挿入する前の電極１０５ａのインダクタンスをＬ0、ＢＰＦの通過
帯周波数をω0、電極１０６を挿入した後の電極１０５ａのインダクタンスをＬ、電極１
０５ａと電極１０６が形成する平行平板コンデンサの容量をＣ、新たに形成した減衰極の
周波数をωとする。
【００３１】
従って、入出力端子間に並列共振回路を有することになり、元のフィルタ特性を維持した
まま新たに減衰極を一つ追加した図２（ｂ）のような通過特性が得られる。
【００３２】
以上の構成により、本実施の形態は従来と同じ形状で高減衰量を実現できるＢＰＦとして
作用する。
【００３３】
なお、本実施の形態のコンデンサ電極１０６は一端が入出力端子電極に接続し、他端が入
出力結合コンデンサ電極と重なるように配置されているが、図３に示すように電極１０５
ａから伝送線路電極２１０を分岐させ、その一部が電極１０８ａと接続したコンデンサ電
極２１１と重なるように配置して平行平板コンデンサを形成してもよい。この場合は入出
力結合コンデンサ電極のインピーダンスの乱れが削減されるので、ＢＰＦおよび新たに形
成した減衰極の設計精度が向上する。
【００３４】
また、本実施の形態の積層構造を利用して、電極１０６を誘電体層１０１ｄの下面にも形
成し、電極１０５ａ、または電極２１０を上下から挟み込む構成としてもよい。この場合
は同じ面積で平行平板コンデンサの容量を大きくできるので並列共振回路の設計の自由度
が向上する。
【００３５】
なお、本実施の形態のＢＰＦにおいて第１の帯域を減衰帯とし、かつ第２の帯域を通過帯
とするとき、並列回路による減衰極を第１の帯域の近傍に任意に設定することができる。
従来の構造の積層型のＢＰＦは共振器間の電磁界結合と段間結合コンデンサにより減衰極
を形成する。従って共振器が２段である場合、減衰帯における減衰極は一つである。本実
施の形態の場合は減衰極を二つ構成できるので減衰帯の高減衰量化だけでなく、減衰帯域
の広帯域化を同時に実現できる。
【００３６】
なお、本実施の形態における並列回路は一方の入出力結合コンデンサ電極１０５ａと電極
１０６により形成される部分のみであるが、これは図４に示すようにもう一方の入出力結
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合コンデンサ電極１０５ｂと電極３１２を設けて並列回路を構成してもよい。この場合は
減衰極を二つ追加することができるという効果がある。この二つの減衰極はそれぞれ独立
に構成できるので、通過帯の両側に設定させたり、または減衰帯に集中させる、などさま
ざまな設定が可能である。
【００３７】
なお、本実施の形態の電極１０８ａ、１０８ｂを形成している側面には他の端面電極はな
いが、電極１０８ａ、１０８ｂの両側にグランド端子電極を設けて上下のシールド電極と
接続して接地した構成としてもよい。この場合は積層体のグランドが強化されてＢＰＦ特
性が向上する。
【００３８】
なお、本実施の形態における各電極の形成方法にはさまざまな方法があるが、本発明の効
果はそれらの形成方法により影響を受けることはない。同様に、本実施の形態に使用しう
る電極材料や誘電体材料にはさまざまな材料があり、本発明の効果は特定の材料に限定さ
れるものではない。
【００３９】
移動体通信機器において本発明の積層フィルタを用いることにより同じ形状で不要な信号
の大部分を削除できるので、性能の良い移動体通信機器を構成できる。
【００４０】
（実施の形態２）
図５は本発明の実施の形態２における積層フィルタの分解斜視図である。
【００４１】
図５において、積層フィルタは誘電体層４０１ａ、４０１ｂ、４０１ｃ、４０１ｄ、４０
１ｅ、４０１ｆ、共振器電極４０２ａ、４０２ｂ、入出力端子間伝送線路電極４０３ａ、
４０３ｂ、４０３ｃ、フィルタ用コンデンサ電極４０４ａ、４０４ｂ、コンデンサ電極４
０５およびシールド電極４０６ａ、４０６ｂから構成され、一体化形状を有している。電
極４０２ａ、４０２ｂの一端と電極４０６ａ、４０６ｂは誘電体側面に設けたグランド端
子電極４０８ａに接続している。電極４０２ａ、４０２ｂの他端は誘電体側面に設けた周
波数調整用端子電極４０９ａ、４０９ｂにそれぞれ接続している。電極４０３ａの一端は
誘電体側面に設けた入出力端子電極４０７ａに接続している。電極４０３ａの他端と電極
４０３ｂの一端は電極４０４ａに接続している。電極４０３ｂの他端と電極４０３ｃの一
端は電極４０４ｂに接続している。電極４０３ｃの他端と電極４０５の一端は電極４０７
ｂに接続している。電極４０６ａ、４０６ｂは電極４０８ｂに接続し、グランド端子電極
４０８ａ、４０８ｂは接地して構成されている。
【００４２】
以上のように構成された積層フィルタについて、以下その動作を説明する。
【００４３】
電極４０２ａ、４０２ｂは電極４０８ａを介して接地されているので４分の１波長共振器
として作用する。電極４０４ａ、４０４ｂはそれぞれ電極４０２ａ、４０２ｂの一部と重
なるように配置され、電極４０２ａ、４０２ｂと誘電体層４０１ｄを介して平行平板コン
デンサを形成する。従って二つの共振器はコンデンサを介して入出力端子間の伝送線路に
直列接続することとなる。この結果、本実施の形態のフィルタは、電極４０２ａと４０２
ｂとで構成される直列共振回路の共振周波数で高減衰量となる、２段ノッチフィルタ（Ba
nd Elimination Filter：以下、ＢＥＦと記載）として作用する。
【００４４】
また電極４０３ａ、４０３ｂ、４０３ｃの長さ、また線路幅を調整することにより、入出
力端子間の伝送線路は２つの共振器の段間、及び外側の分布定数線路の結合素子として作
用する。従って、本積層体は上下のシールド電極に挟まれたトリプレート構造となり、二
つの共振器は伝送線路を介して並列接続されることとなり、電極４０７ａ、４０７ｂを端
子とする２段ＢＥＦとして作用する。
【００４５】
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また誘電体層４０１ｃの上面にコンデンサ電極４０５を形成し、一端を電極４０７ｂに接
続し、他端を電極４０３ｃの一部と重なるように配置する。このとき電極４０３ｃと電極
４０５は誘電体層４０１ｃを介して平行平板コンデンサを形成し、電極４０５と電極４０
３ｃとの間で並列回路を構成する。
【００４６】
ここで以下の連立方程式
１／(ｊω0Ｌ0)＝ｊω0Ｃ＋１／(ｊω0Ｌ)
ω2＝１／(ＬＣ)　　　　　　　　　　　　　　　　（式２）
を満たすようにＬ、Ｃを調整すると、元のＢＥＦの通過帯近傍におけるインピーダンスを
乱すことなく周波数ωにおいて共振点を得る。
【００４７】
ただし、電極４０５を挿入する前の電極４０３ｃのインダクタンスをＬ0、ＢＥＦの通過
帯周波数をω0、電極４０５を挿入した後の電極４０３ｃのインダクタンスをＬ、電極４
０３ｃと電極４０５が形成する平行平板コンデンサの容量をＣ、新たに形成した減衰極の
周波数をωとする。
【００４８】
従って、入出力端子間に並列共振回路を有することになり、元のフィルタ特性を維持した
まま新たに減衰極を一つ追加した通過特性が得られる。
【００４９】
以上のような構成により、本実施の形態は従来と同じ形状で高減衰量を実現できるＢＥＦ
として作用する。
【００５０】
なお、本実施の形態のコンデンサ電極４０５は一端が電極４０７ｂに接続し、他端が電極
４０３ｃと重なるように配置されているが、これを図６に示すように電極４０３ｃから伝
送線路電極５１０を分岐させ、その一部が電極５１１と重なるように配置して平行平板コ
ンデンサを形成してもよい。この場合は電極４０３ｃのインピーダンスの乱れが削減され
るので、ＢＥＦおよび新たに形成した減衰極の設計精度が向上する。
【００５１】
また、実施の形態１の場合と同様に、コンデンサ電極を二つ形成し、電極４０３ｃ、また
は電極５１０を上下から挟み込む構成としてもよい。この場合は同じ面積で平行平板コン
デンサの容量値を大きくできるので並列共振回路の設計の自由度が向上する。
【００５２】
なお、本実施の形態のＢＥＦにおいて第１の帯域を通過帯とし、かつ第２の帯域を減衰帯
とするとき、並列回路による減衰極を第２の帯域の近傍に設定してもよい。従来の積層型
のＢＥＦは共振器段数と同じ数の減衰極を形成することができる。従って共振器が２段で
ある場合、減衰帯における減衰極は二つであるが、本実施の形態の場合は減衰極を三つ構
成できるので減衰帯の高減衰量化と広帯域化を同時に実現できる。
【００５３】
なお、本実施の形態では一方の電極４０３ｃのみに並列回路を形成しているが、図７に示
すように、もう一方の電極４０３ａに並列回路を構成してもよい。この場合は減衰極を二
つ追加することができるという効果がある。この二つの減衰極はそれぞれ独立に構成する
ので、通過帯の両側に設定する、または減衰帯に集中させる、などさまざまな設定が可能
である。
【００５４】
なお、本実施の形態の入出力端子電極を形成している側面には他の端面電極はないが、こ
れはその両側にグランド端子電極を設けて上下のシールド電極と接続して接地した構成と
してもよい。この場合は積層体のグランドが強化されてＢＥＦ特性が向上する。
【００５５】
（実施の形態３）
図８は本発明の実施の形態３における積層フィルタの分解斜視図である。
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【００５６】
図８において、積層フィルタは誘電体層７０１ａ、７０１ｂ、７０１ｃ、７０１ｄ、７０
１ｅ、７０１ｆ、コンデンサ電極７０２ａ、７０２ｂ、伝送線路電極７０３ａ、７０３ｂ
、コンデンサ電極７０４およびシールド電極７０５ａ、７０５ｂから構成され、一体化形
状を有している。電極７０２ａの一端と電極７０５ａ、７０５ｂは誘電体側面に設けたグ
ランド端子電極７０７ａに接続している。電極７０３ａの一端は誘電体側面に設けた入出
力端子電極７０６ａに接続している。電極７０３ａの他端と電極７０３ｂの一端は電極７
０２ｂの一端に接続している。電極７０３ｂの他端と電極７０４の一端は誘電体側面に設
けた入出力端子電極７０６ｂに接続している。電極７０５ａ、７０５ｂは電極７０７ｂを
接続し、電極７０７ａ、７０７ｂは接地して構成されている。
【００５７】
以上のように構成された積層フィルタについて、以下その動作を説明する。
【００５８】
電極７０２ａ、７０２ｂはその一部が重なるように配置され、誘電体層７０１ｄを介して
平行平板コンデンサを形成する。また電極７０３ａ、７０３ｂは入出力端子間のインダク
タとして作用し、前記コンデンサは入出力端子間を接続する伝送線路とグランドとの間に
挿入されたコンデンサとして作用する。従って本積層体は上下のシールド電極に挟まれた
トリプレート構造となり、電極７０６ａ、７０６ｂを端子とするＴ型３段ローパスフィル
タ（Low Pass Filter:以下、ＬＰＦとする）として作用する。
【００５９】
また誘電体層７０１ｃの上面にコンデンサ電極７０４を形成し、一端を電極７０６ｂに接
続し、他端を電極７０３ｂの一部と重なるように配置する。このとき電極７０３ｂと電極
７０４は誘電体層７０１ｃを介して平行平板コンデンサを形成し、電極７０４と電極７０
３ｂとの間で並列回路を構成する。
【００６０】
ここで以下の連立方程式
１／(ｊω0Ｌ0)＝ｊω0Ｃ＋１／(ｊω0Ｌ)
ω2＝１／(ＬＣ)　　　　　　　　　　　　　　　　（式３）
を満たすようにＬ、Ｃを調整すると、元のＬＰＦの通過帯近傍におけるインピーダンスを
乱すことなく周波数ωにおいて共振点を得る。
【００６１】
ただし、電極７０４を挿入する前の電極７０３ｂのインダクタンスをＬ0、ＬＰＦの通過
帯周波数をω0、電極７０４を挿入した後の電極７０３ｂのインダクタンスをＬ、電極７
０３ｂと電極７０４が形成するコンデンサの容量をＣ、新たに形成した減衰極の周波数を
ωとする。
【００６２】
従って本積層体は上下のシールド電極に挟まれたトリプレート構造となって入出力端子間
に並列共振回路を有することになり、元のフィルタ特性を維持したまま新たに減衰極を一
つ追加した通過特性が得られる。
【００６３】
以上のような構成により、本実施の形態は従来と同じ形状で高減衰量を実現できるＬＰＦ
として作用する。
【００６４】
なお、本実施の形態の電極７０４は一端が電極７０６ｂに接続し、他端が電極７０３ｂと
重なるように配置されているが、図９に示すように電極７０３ｂから伝送線路電極８０８
を分岐させ、その一部が入出力端子電極７０６ｂと接続したコンデンサ電極８０９と重な
るように配置して平行平板コンデンサを形成してもよい。この場合はフィルタ用伝送線路
電極のインピーダンスの乱れが削減されるので、ＬＰＦおよび新たに形成した減衰極の設
計精度が向上する。
【００６５】
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また、実施の形態１と同様に、コンデンサ電極を二つ形成し、電極７０３ｂ、または電極
８０８を上下から挟み込む構成としてもよい。この場合は同じ面積で平行平板コンデンサ
の容量値を大きくできるので並列共振回路の設計の自由度が向上する。
【００６６】
なお、本実施の形態における並列回路は一方の電極７０３ｂのみであるが、図１０に示す
ようにもう一方の電極７０３ａにも並列回路を構成してもよい。この場合は減衰極を二つ
追加することができるという効果がある。この二つの減衰極はそれぞれ独立に構成するの
で、さまざまな設定が可能である。
【００６７】
なお、本実施の形態の入出力端子電極を形成している側面には他の端面電極はないが、こ
れはその両側にグランド端子電極を設けて上下のシールド電極と接続して接地した構成と
してもよい。この場合は積層体のグランドが強化されてＬＰＦ特性が向上する。
【００６８】
（実施の形態４）
図１１は本発明の実施の形態４における積層フィルタの分解斜視図である。
【００６９】
図１１において、積層フィルタは誘電体層１００１ａ、１００１ｂ、１００１ｃ、１００
１ｄ、１００１ｅ、１００１ｆ、入出力端子間伝送線路電極１００２ａ、１００２ｂ、１
００２ｃ、フィルタ用伝送線路電極１００３とコンデンサ電極１００４および、シールド
電極１００５ａ、１００５ｂで構成され、一体化形状を有している。誘電体層１００１ｄ
の上面には電極１００２ａと電極１００２ｃが形成されている。誘電体層１００１ｅの上
面には電極１００２ｂと電極１００３が形成されている。電極１００２ａの一端と電極１
００４の一端は誘電体側面に設けた入出力端子電極１００６ａに接続している。電極１０
０２ａの他端と電極１００２ｂの一端は誘電体層１００１ｄを介してそれらの一部が重な
るように配置されている。電極１００２ｂの他端と電極１００２ｃの一端は誘電体層１０
０１ｄを介してそれらの一部が重なるように配置されている。電極１００２ｃの他端は誘
電体側面に設けた入出力端子電極１００６ｂに接続している。電極１００２ｂから分岐し
た伝送線路電極１００３および、電極１００５ａ、１００５ｂは誘電体側面に設けたグラ
ンド端子電極１００７ａに接続している。グランド端子電極１００７ａ、１００７ｂは接
地して構成されている。
【００７０】
以上のように構成された積層フィルタについて、以下その動作を説明する。
【００７１】
電極１００２ａ、１００２ｂはその一部が重なるように配置され、誘電体層１００１ｄを
介して平行平板コンデンサを形成する。また電極１００２ｂ、１００２ｃはその一部が重
なるように配置され、誘電体層１００１ｄを介して平行平板コンデンサを形成する。従っ
て前記二つのコンデンサは入出力端子間に直列接続となる。また電極１００３は二つのコ
ンデンサの接続点とグランドとの間のインダクタとして作用するので、本積層体は上下の
シールド電極に挟まれたトリプレート構造となり、電極１００６ａ、１００６ｂを端子と
するＴ型３段ハイパスフィルタ（High Pass Filter:以下、ＨＰＦとする）として作用す
る。
【００７２】
誘電体層１００１ｃの上面に電極１００４を形成し、一端を電極１００６ａに接続し、他
端を電極１００２ａの一部と重なるように配置する。このとき電極１００２ａと電極１０
０４は誘電体層１００１ｃを介してコンデンサを形成し、このコンデンサは電極１００２
ａとの間で並列回路を構成する。
【００７３】
ここで、以下の連立方程式
１／(ｊω0Ｌ0)＝ｊω0Ｃ＋１／(ｊω0Ｌ)
ω2＝１／(ＬＣ)　　　　　　　　　　　　　　　（式４）
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を満たすようにＬ、Ｃを調整すると、元のＨＰＦの通過帯近傍におけるインピーダンスを
乱すことなく周波数ωにおいて共振点を得る。
【００７４】
ただし、電極１００４を挿入する前の電極１００２ａのインダクタンスをＬ0、ＨＰＦの
通過帯周波数をω0、電極１００４を挿入した後の電極１００２ａのインダクタンスをＬ
、電極１００２ａとコンデンサ電極１００４が形成するコンデンサの容量をＣ、新たに形
成した減衰極の周波数をωとする。
【００７５】
従って、本実施の形態のフィルタは、入出力端子間に並列共振回路を有することになり、
元のフィルタ特性を維持したまま新たに減衰極を一つ追加した通過特性が得られる。以上
のような構成により、本実施の形態は従来と同じ形状で高減衰量を実現できるＨＰＦとし
て作用する。
【００７６】
なお、本実施の形態の電極１００４は一端が電極１００６ａに接続し、他端が電極１００
２ａと重なるように配置されているが、図１２に示すように、電極１００２ａから伝送線
路電極１１０８を分岐させ、その一部が電極１００６ａと接続したコンデンサ電極１１０
９と重なるように配置してコンデンサを形成してもよい。この場合は電極１００２ａのイ
ンピーダンスの乱れが削減されるので、ＨＰＦおよび新たに形成した減衰極の設計精度が
向上する。
【００７７】
また、実施の形態１の場合と同様に、コンデンサ電極を二つ形成し、電極１００２ａ、ま
たは電極１１０８を上下から挟み込む構成としてもよい。この場合は同じ面積で平行平板
コンデンサの容量値を大きくできるので並列共振回路の設計の自由度が向上する。
【００７８】
なお、本実施の形態における並列回路は一方の電極１００６ａに接続している電極１００
２ａのみに形成されているが、図１３に示すようにもう一方の電極１００６ｂに接続して
いる電極１００２ｃに並列回路を構成してもよい。この場合は減衰極を二つ追加すること
ができる。この二つの減衰極はそれぞれ独立に構成するので、さまざまな設定が可能であ
る。
【００７９】
なお、本実施の形態の入出力端子電極を形成している側面には他の端面電極はないが、こ
れはその両側にグランド端子電極を設けて上下のシールド電極と接続して接地した構成と
してもよい。この場合は積層体のグランドが強化されてＨＰＦ特性が向上する。
【００８０】
（実施の形態５）
図１４は本発明の実施の形態５における共用器の分解斜視図である。
【００８１】
図１４において、共用器は誘電体層１３０１ａ、１３０１ｂ、１３０１ｃ、１３０１ｄ、
１３０１ｅ、１３０１ｆ、共振器電極１３０２ａ、１３０２ｂ、１３０２ｃ、１３０２ｄ
と入出力端子間伝送線路電極１３０３ａ、１３０３ｂ、１３０３ｃ、フィルタ用コンデン
サ電極１３０４ａ、１３０４ｂ、伝送線路電極１３０５と負荷コンデンサ電極１３０６ａ
、１３０６ｂ、段間結合コンデンサ電極１３０７、入出力結合コンデンサ電極１３０８ａ
、１３０８ｂ、伝送線路電極１３０９、コンデンサ電極１３１０、コンデンサ電極１３１
１およびシールド電極１３１２ａ、１３１２ｂを有し、一体化形状を有している。電極１
３０２ａ、１３０２ｂ、１３０２ｃ、１３０２ｄの一端と、電極１３１２ａ、１３１２ｂ
は誘電体側面に設けたグランド端子電極１３１４ａに接続している。電極１３０２ａと１
３０２ｂの他端は誘電体側面に設けた周波数調整用端子電極１３１５ａおよび１３１５ｂ
にそれぞれ接続している。電極１３０６ａ、１３０６ｂの一端と電極１３１２ａ、１３１
２ｂは誘電体側面に設けたグランド端子電極１３１４ｃに接続している。電極１３０３ａ
の一端は誘電体側面に設けた入出力端子電極１３１３ａに接続し、電極１３０３ａの他端
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は電極１３０３ｂの一端と電極１３０４ａに接続している。電極１３０３ｂの他端と電極
１３０３ｃの一端は電極１３０４ｂに接続している。電極１３０３ｃの他端、電極１３１
０の一端、電極１３０８ａの一端および電極１３１１の一端は誘電体側面に設けた共通端
子電極１３１６に接続している。電極１３０８ｂの一端は電極１３１３ｂに接続している
。電極１３１２ａ、１３１２ｂは電極１３１４ｂに接続し、電極１３１４ａ、１３１４ｂ
、１３１４ｃは接地されている。
【００８２】
以上のように構成された共用器について、以下その動作を説明する。
【００８３】
電極１３０２ａ、１３０２ｂは電極１３１４ａを介して接地されているので４分の１波長
共振器として作用する。電極１３０４ａ、１３０４ｂはそれぞれ電極１３０２ａ、１３０
２ｂの一部と重なるように配置され、誘電体層１３０１ｄを介してコンデンサを形成する
。従って二つの共振器はコンデンサを介して入出力端子間伝送線路１３０３ａ、１３０３
ｂ、１３０３ｃに直列接続することとなり、電極１３０２ａと１３０２ｂから作られる直
列共振回路の共振周波数で高減衰量となる２つのＢＥＦとして作用する。また線路１３０
３ａ、１３０３ｂ、１３０３ｃの長さ、また線路幅を調整することにより、線路１３０３
ａ、１３０３ｂ、１３０３ｃは２つの共振器の段間、及び外側の分布定数線路との結合素
子として作用する。従って二つの共振器は伝送線路を介して並列接続されることとなり、
電極１３１３ａおよび共通端子電極１３１６を入出力端子とする２段ＢＥＦとして作用す
る。
【００８４】
また電極１３０２ｃ、１３０２ｄは電極１３１４ａを介して接地されているので４分の１
波長共振器として作用する。電極１３０６ａ、１３０６ｂはその一部がそれぞれ電極１３
０２ｃ、１３０２ｄの開放端側に重なるように配置されているので誘電体層１３０１ｄを
介してコンデンサを形成する。また、電極１３０６ａ、１３０６ｂはグランド端子電極１
３１４ｃを介して接地されているので上記コンデンサは共振器の共振周波数を調整するロ
ーディングコンデンサとして作用する。電極１３０７はその一部が電極１３０２ｃ、１３
０２ｄと重なるように配置されているので誘電体層１３０１ｄを介してコンデンサを形成
し、２個のコンデンサは共振器間の段間結合コンデンサとして作用する。電極１３０８ａ
、１３０８ｂはその一部がそれぞれ共振器電極１３０２ｃ、１３０２ｄの一部に重なるよ
うに配置されているので誘電体層１３０１ｄを介してコンデンサを形成して入出力結合コ
ンデンサとして作用する。従って、本実施形態の積層体は上下のシールド電極に挟まれた
トリプレート構造となり、二つの共振器の間の電磁界結合と段間結合コンデンサによる減
衰極を一つ有する容量結合性の２段片側有極型ＢＰＦとして作用する。
【００８５】
また電極１３０３ｃから伝送線路電極１３０５を分岐させ、その一部が電極１３１０と重
なるように配置する。このとき電極１３０５と電極１３１０は誘電体層１３０１ｃを介し
てコンデンサを形成し、電極１３０３ｃとの間で並列回路を形成する。
【００８６】
さらに電極１３０８ａから電極１３０９を分岐させ、その一部が電極１３１１と重なるよ
うに配置する。このとき電極１３０９と電極１３１１は誘電体層１３０１ｃを介してコン
デンサを形成し、電極１３０８ａとの間で並列回路を形成する。
【００８７】
ここで上記ＢＥＦの通過帯が第１の帯域となり、かつ減衰帯が第２の帯域となる、また上
記ＢＰＦの減衰帯が第１の帯域となり、かつ通過帯が第２の帯域となるように本積層フィ
ルタの各電極を設定する。
【００８８】
さらに以下の連立方程式
１／(ｊω1Ｌt0)＝ｊω1Ｃt＋１／(ｊω1Ｌt)
ω2

2＝１／(ＬtＣt)　　　　　　　　　　　　　　（式５）
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を満たすようにＬt、Ｃtを調整する。
【００８９】
ただし、第１の帯域における周波数をω1、第２の帯域における周波数をω2、電極１３０
５と電極１３１０を挿入する前の電極１３０３ｃのインダクタンスをＬt0、電極１３０５
と電極１３１０を挿入した後の電極１３０３ｃのインダクタンスをＬt、電極１３０５と
電極１３１０とが形成するコンデンサの容量をＣtとする。
【００９０】
このときＢＥＦは第１の帯域におけるインピーダンスを乱すことなく第２の帯域において
共振点を得るので、入出力端子間に並列共振回路を有することになり、元のフィルタ特性
を維持したまま第２の帯域の近傍に減衰極を一つ追加した通過特性を示す。
【００９１】
また電極１３０９および電極１３１１を挿入する前の電極１３０８ａのインダクタンスを
Ｌr0、電極１３０９および電極１３１１を挿入した後の電極１３０８ａのインダクタンス
をＬr、電極１３０９と電極１３１１が形成する平行平板コンデンサの容量をＣrと、以下
の連立方程式
１／(ｊω2Ｌr0)＝ｊω2Ｃr＋１／(ｊω2Ｌr)
ω1

2＝１／(ＬrＣr)　　　　　　　　　　　　　　　（式６）
を満たすようにＬr、Ｃrを調整する。このときＢＰＦは第２の帯域におけるインピーダン
スを乱すことなく第１の帯域において共振点を得るので、入出力端子間に並列共振回路を
有することになり、元のフィルタ特性を維持したまま第１の帯域の近傍に減衰極を一つ追
加した通過特性を示す。
【００９２】
上記の条件で各電極を設定したとき、電極１３１３ａに入力した信号はＢＥＦを経由し、
第１の帯域の信号成分のみが通過して電極１３１６に出力される。しかしながら電極１３
０８ａと電極１３０９と電極１３１１が形成する並列回路は第１の帯域において高周波的
に高インピーダンスとなるために、電極１３１６からＢＰＦ側には信号は流れない。また
電極１３０３ｃと電極１３０５と電極１３１０が形成する並列回路が第２の帯域において
高周波的に高インピーダンスとなるために、電極１３１６に入力した第２の帯域の信号は
ＢＥＦ側には流れずに、その大部分がＢＰＦ側に流れて第２の帯域の信号成分のみが電極
１３１３ｂに出力される。
【００９３】
以上のような構成により、本実施の形態の共用器は移相回路を用いないで１素子で第１の
帯域の信号と第２の帯域の信号を分波できる。この結果、第１の帯域において低損失かつ
第２の帯域で高減衰を必要とする系と、第２の帯域の両側において高減衰を必要とする系
を有するシステムに有用な共用器となる。
【００９４】
なお、本実施の形態は積層体を用いた１素子で共用器を構成しているが、共用器は必ずし
も１素子で構成する必要はない。実施の形態２において説明した第１の帯域を通過帯とし
第２の帯域を減衰帯とするＢＥＦと、実施の形態１において説明した第１の帯域を減衰帯
とし第２の帯域を通過帯とするＢＰＦを用いて、２つの素子の、それぞれ並列回路を形成
した側の入出力端子電極を接続した構成としてもよい。この場合は基板上における実装効
率が向上する。
【００９５】
なお、本実施の形態の共用器は第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減衰帯とするＢＥＦ
と第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域を通過帯とするＢＰＦとにより構成されているが、
これは実施の形態１において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減衰帯とする
ＢＰＦと実施の形態２において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域を通過帯とす
るＢＥＦとから構成してもよい。この場合は第１の帯域の両側において高減衰を必要とす
る系と第１の帯域で高減衰かつ第２の帯域において低損失を必要とする系を有するシステ
ムに有用な共用器として作用する。
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【００９６】
また上記共用器は実施の形態１において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減
衰帯とするＢＰＦと、実施の形態２において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域
を通過帯とするＢＥＦを用いて、それぞれ並列回路を形成した側の入出力端子電極を接続
した構成としてもよい。
【００９７】
なお、共用器は実施の形態１において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減衰
帯とするＢＰＦと実施の形態１において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域を通
過帯とするＢＰＦとから構成してもよい。この場合は第１の帯域の両側において高減衰を
必要とする系と第２の帯域の両側において高減衰を必要とする系を有するシステムに有用
な共用器として作用する。
【００９８】
また上記共用器はこれは実施の形態１において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯
域を減衰帯とするＢＰＦと、実施の形態１において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２
の帯域を通過帯とするＢＰＦとを用いて、それぞれ並列回路を形成した側の入出力端子電
極を接続した構成としてもよい。
【００９９】
なお、共用器は実施の形態２において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減衰
帯とするＢＥＦと実施の形態２において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域を通
過帯とするＢＥＦとから構成してもよい。この場合は第１の帯域で低損失かつ第２の帯域
において高減衰を必要とする系と第１の帯域で高減衰かつ第２の帯域において低損失を必
要とする系を有するシステムに有用な共用器として作用する。
【０１００】
また上記共用器は実施の形態２において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減
衰帯とするＢＥＦと、実施の形態２において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域
を通過帯とするＢＥＦとを個別に用いて、それぞれ並列回路を形成した側の入出力端子電
極を接続した構成としてもよい。
【０１０１】
なお、共用器は実施の形態３において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減衰
帯とするＬＰＦと実施の形態１において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域を通
過帯とするＢＰＦとから構成してもよい。この場合は第１の帯域において低損失を必要と
する系と第２の帯域の両側において高減衰を必要とする系を有するシステムに有用な共用
器として作用する。
【０１０２】
また上記共用器は実施の形態３において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減
衰帯とするＬＰＦと、実施の形態１において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域
を通過帯とするＢＰＦとを個別に用いて、それぞれ並列回路を形成した側の入出力端子電
極を接続した構成としてもよい。
【０１０３】
なお、共用器は実施の形態１において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減衰
帯とするＢＰＦと実施の形態４において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域を通
過帯とするＨＰＦとから構成してもよい。この場合は第１の帯域の両側において高減衰を
必要とする系と第２の帯域において低損失を必要とする系を有するシステムに有用な共用
器として作用する。
【０１０４】
また上記共用器は実施の形態１において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減
衰帯とするＢＰＦと、実施の形態４において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域
を通過帯とするＨＰＦとを個別に用いて、それぞれ並列回路を形成した側の入出力端子電
極を接続した構成としてもよい。
【０１０５】
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なお、共用器は実施の形態２において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減衰
帯とするＢＥＦと実施の形態４において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域を通
過帯とするＨＰＦとから構成してもよい。この場合は第１の帯域において低損失かつ第２
の帯域において高減衰を必要とする系と第２の帯域において低損失を必要とする系を有す
るシステムに有用な共用器として作用する。
【０１０６】
また上記共用器は実施の形態２において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減
衰帯とするＢＥＦと、実施の形態４において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域
を通過帯とするＨＰＦとを用いて、それぞれ並列回路を形成した側の入出力端子電極を接
続した構成としてもよい。
【０１０７】
なお、共用器は実施の形態３において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減衰
帯とするＬＰＦと実施の形態２において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域を通
過帯とするＢＥＦとから構成してもよい。この場合は第１の帯域において損失を必要とす
る系と第１の帯域で高減衰かつ第２の帯域において低損失を必要とする系を有するシステ
ムに有用な共用器として作用する。
【０１０８】
また上記共用器はこれは実施の形態３において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯
域を減衰帯とするＬＰＦと、実施の形態２において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２
の帯域を通過帯とするＢＥＦとを用いて、それぞれ並列回路を形成した側の入出力端子電
極を接続した構成としてもよい。
【０１０９】
なお、共用器は実施の形態３において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減衰
帯とするＬＰＦと実施の形態４において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域を通
過帯とするＨＰＦを用いて構成してもよい。この場合は第１の帯域において低損失を必要
とする系と第２の帯域において低損失を必要とする系を有するシステムに有用な共用器と
して作用する。
【０１１０】
また上記共用器は実施の形態３において説明した第１の帯域を通過帯とし第２の帯域を減
衰帯とするＬＰＦと、実施の形態４において説明した第１の帯域を減衰帯とし第２の帯域
を通過帯とするＨＰＦとを用いて、それぞれ並列回路を形成した側の入出力端子電極を接
続した構成としてもよい。
【０１１１】
また、移動体通信機器において本発明の共用器を用いることによりこれまで必要とされて
いた移相回路を削除できるので、小型の移動体通信機器を構成できる。
【０１１２】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、従来と同じ形状で高減衰量の積層フィルタを実現すること
ができる。また移相回路を用いることなく共用器を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１における積層フィルタの分解斜視図
【図２】（ａ）本発明の実施の形態１における積層フィルタの通過帯近傍の周波数におけ
る等価回路図
（ｂ）本発明の実施の形態１における積層フィルタの周波数特性図
【図３】本発明の実施の形態１における積層フィルタの別の構成例を示す分解斜視図
【図４】本発明の実施の形態１における積層フィルタのさらに別の構成例を示す分解斜視
図
【図５】本発明の実施の形態２における積層フィルタの分解斜視図
【図６】本発明の実施の形態２における積層フィルタの別の構成例を示す分解斜視図
【図７】本発明の実施の形態２における積層フィルタのさらに別の構成例を示す分解斜視
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図
【図８】本発明の実施の形態３における積層フィルタの分解斜視図
【図９】本発明の実施の形態３における積層フィルタの別の構成例を示す分解斜視図
【図１０】本発明の実施の形態３における積層フィルタのさらに別の構成例を示す分解斜
視図
【図１１】本発明の実施の形態４における積層フィルタの分解斜視図
【図１２】本発明の実施の形態４における積層フィルタの別の構成例を示す分解斜視図
【図１３】本発明の実施の形態４における積層フィルタのさらに別の構成例を示す分解斜
視図
【図１４】本発明の実施の形態５における共用器の分解斜視図
【図１５】従来の積層フィルタの分解斜視図
【図１６】（ａ）従来の積層フィルタの通過帯近傍における等価回路図
（ｂ）従来の積層フィルタの周波数特性図
【図１７】従来の共用器の回路図
【符号の説明】
１０１　誘電体層
１０２　共振器電極
１０３　負荷コンデンサ電極
１０４　段間結合コンデンサ電極
１０５　入出力結合コンデンサ電極
１０６　コンデンサ電極
１０７　シールド電極
１０８　入出力端子電極
１０９　グランド端子電極

【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】
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